
〈資料〉　幼児の言語発達（I）
－2才児の観察による発話事例研究一

岡　部　　　毅

〈緒言〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

幼児の言語発達についての研究は多くある。それらによれば、たとえば、

発音の発達においては、幼児の構音器官が未熟なために、音の転置（テガミ「テミガ、

コドモ→コモドなど）、音の変化（カイダン→カイラン、ライオン→ダイオンなど）、音の脱

落（オミヤゲ→オミゲ、ヒコーキ→コーキなど）の幼児語が存在する。

文の発達においては、1語文から2語文、多語文へと、年令とともに文の長さは長くな

り、構文的には、単純な不完全なものから、重文、複文などの複雑な文があらわれるよう

になり、文として整ったものへと変化してくる。文の機能においても、幼児の未分化な心

峰を反映した感嘆文的発話の優勢から、だんだんと命令文的発話や陳述文的発話あるいは

疑問文的発話があらわれてくる。

語彙の発達においては、幼児語（ワンワン、ブーブ丁など）の存在一消失、語嚢の増加、

品詞の分化などが存在する。

以上簡単にみたような幼児の言語発達にみる諸特徴は、私達が日常幼児と接していれば、

非常によく実感として理解することのできる特徴ばかりである。
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しかし、語嚢の発達の中で語嚢の増加について、たとえば、次のような久保（1922）、ス

ミス．M．E（1926）の資料がある。

表1語彙の増加（久保．1922）

年　 令
使　 用　 語　 菓

人　 数、 語　 数 増 加

0 ：0 8

0 ：1 0

1 ：00

1 ：03

1 ：0 6

1 ：0 9

2 ：0 0

2 ：0 6

3 ：0 0

1

1

2 95

8 66 5 91

3 ：0 6 1 1 2 11 32 5

4 ：0 0

4 ：0 6

5 ：00
5 ：06

6 ：0 0

1 1 67 5 4 6 4

1 2 05 0 3 7 5

．1 2 28 9 2 3 9

（縦断的研究）
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表2　語嚢の増加（スミ・ス．M．E．1926）

年　 令
埋　 解　 語　 棄

人 数 語 数 増 加

0 ：0 8 1 3 0

10 ：10 1 7 1

1 ：00 5 2 3 2

1 ：03 1 9 19 1 6

1 ：0 6 14 22 1 3

1 ：0 9 14 1 18 9 6

2 ：0 0 25 27 2 154

2 ：0 6 14 44 6 1 74

3 ：0 0 2 0 89 6 4 50

3 ：0 6 2 6 1 212 2 3 26

4 ・：0 0 2 6 1 54 0 3 18

4 ：06 3 2 18 70 33 0

5 ：qO 20 2 0 72 20 2

5 ：06 27 2 28 9 21 7

6 ：0 0 9 2 56 2 27 3

（横断的研究）



このような資料を手にしたときに、「語嚢が年令とともに増加していく」ということは、

実感として理解できるが、しかし2才で300余り、3才で900余りも言葉を使用できるとは、

どうも実感として理解できない。言葉をかえていうと、その資料を信じるしかなく、その
°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　°　　tt

理解にどうも不安がと．もなう。本当に2才、3才でそん射二沢山の言葉を使用するのだろ

うかと。

本稿の主目的は、この実感のともなわない不安な理解を、幼児の観察を通して、どのよ

うな語彙をそれほどに使用するのかを確認して、実感のともなう理解へと高めることであ

る。付随的には、本観察対象児の母親は外国人（多少の日本語はできる）であるために、

日本語の言語発達に遅れはみられないかどうか、どのような言語発達の過程をたどるのか

をみていくための一資料とするためである。

〈方準〉

観察児：S．52．10．13生。2980グラムで正常出産。女。姉妹兄弟なし。1：03（1才3ケ

月、以下同様の表示法を使用する）で歩行開始。1：07でケイレン発作のため、10日間入院。

1：10－1：11の約2ケ月間余り外国に滞在し、異言語の中で生活。2才の誕生日頃に歩行

がほぼ完成して安定する。母親は外国人。

観察日：S54．12．4－S54．12．10。

方　法：発話の直接聞き取りによる方法とテープによる発話の聞き取り法との併用。

〈結果と考察〉

工　語桑の発達について

（1）語彙量：使用した総譜秦を、活用しないものと活用するものに分類したものが表3

である（表3は構音については、ほぼ無視して整理した。表中のカッコ内のアルファベッ

ト文字は正しく読みができるものである）。

総語乗数581（活用しないもの377、活用するもの204）。語菓量は、2：02で581を使用し、久

保（1922）、スミス．M．E．（1926）のデータを実感として確認することができた。

また本児は、1：03で歩行を開始し、1：07で10日間入院し、歩行能力が停滞、逆行し、や

っと　2：00の頃歩行が安心して見ておれる状態になった。本児の以前の使用語乗数は、1：

05で13、1：06で21、1：07で39であった。スミス．M．E（表2）によると、1：06で22（2：00で

272）であり、本児はこれまで平均的な語嚢獲得数を示していた。このことを考えると、語

彙量の増加は運動能力の発達と密接な関係があるといわれるが、歩行開始期には言語活動

は停滞し、歩行が習慣化すると再び言語活動が活発化することを本資料およびスミス．M．

Eなどの資料は示唆している。

（2）品詞の分化：2才までにはほぼ全ての品詞があらわれるといわれるが、表3にみる

ように、名詞、代名詞、動詞、形容詞、助動詞（表3では、動詞の中に含めた）、副詞、接

続詞、助詞、感動詞とほぼ全てあらわれ、名詞（57％）、動詞（助動詞を含む。29％）が圧

倒的に多い。特に動詞の変化（終止形、連用形、過去形）が顕著である。しかし、未然形

（アソボウのみ）、連体形（シランヨトのみ）、命令形（トマレのみ）、未然形（アソボウのみ）

は全く初期の段階で、仮定形はまだである。

また、本児の非常に特徴的なことは、ラ行終止形の動詞の否定形をつくる場合に、イル
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→イラン、オル→オラン、lパイル→ハイランなどの正しい語尾変化の場合（ラ行終止形の

語幹＋ラン）を般化させて、再々誤った否定形、カケル→カケラン、シメル→シメうン、

アケル→アケラン、デキル→デキラン、タベル→夕べランなどをつくることである（衰3

参照）。

形容詞の変化、形容動詞はまだあらわれていない。

助詞については、列挙するさいの「と」（パパとママ、ゴバンとオスープなど）、所有・所

属をあらわす「の」（パパのシンブン、ナオミチャンのオモチヤなど）の使用を目立ってす

るようになった。

接続詞では、やっと順接の「ソレカラ」のみがあらわれているにすぎない。

また、興味あることは、同一語嚢の多義的使い分け、たとえば、アメ（お菓子）⇔アメ

（雨）、イル（居る）⇔イル（必要だ）－これらにはイントネーションの違いがある－、

イッショ（と一緒に）⇔イッショ（と周じ）、カエル（替える）⇔カエル（帰る）⇔カエル（蛙）、

ハイ（どうぞ）⇔ハイ（yes）－イントネーショ．ンは蛙（カエル）を除いて同じ－などの
分化を示し始めていることである。

I　発音の発達について

（1）構音：構音についての分析が目的ではなかったので、表3においては構音について

は無視したが、観察を通してみると、

破擦音ツ（クツ→クチュ、ツクエ→チュクエなど）、サ行摩擦音（サトウ→シャトウ、ク

ツシタ→グッチイタ、スル→シ土ル、センセイ→シェンシェィ、ソバ→ショバなど）、ラ行

弾音（ラーメン→ダーメン、カルピス→カービスl、ワスレタ→ワシュデタなど）などに目

立った未熟な構音を示した。

（2）幼児音：構音器官の未熟のための幼児音、つまり、音の転置（パカバカ→カバカバ、

コドモ→コモドなど）、音の変化（サカナ→シャカナ、ライオン→ダイオンなど）、音の脱落

（アリガトウ→アガトウ、ヒコーキ→コーキなど）が顕著にみられた。

また音の転置、変化、脱落が複合してもよくあらわれる（テガミ→テミゲ、テツボウ→

オテピッなど）。音の変化、脱落については、構音困難な音が変化・脱落するようである

（注：幼児の75％が構音可能となるのは、破擦音ツ、ジ以外のザ行破擦音で5才前半、摩

擦音シは4才前半、他のサ行摩擦音は5才後半、摩擦音ヒ、フは3才前半、他のハ行摩擦

音は4才前半、ラ行弾音は5才後半である：梅林・高木、1965；安田、1966）。

Ⅲ文の発達について　　表4　発話の連語分析

（1）文の長さ：30分間

の親子間の遊びの中の発

語を1日2回、3日間（12

月8・9・10日）にわたっ

てテープに録音した。発

話分析は、村田（1961a）

の自立語、付属語による

連語発話の分析をおこな

った。その結果は表4で

ある。

詣 警
1 2 3 4 5 6 計

平　 均

連 語 数

I

1 2 月 8 日

2 1 7 5 7 7 2 2 2 8 5 1 ．3

2 2 3 6 2 2 0 3 3 0 8 1 ．4

Ⅱ

1 2 月 9 日

2 3 5 6 5 1 4 3 1 4 1 ．3

3 1 6 1 1 5 2 6 4 5 7 1 ．4

Ⅲ

1 2 月 1 0 日

2 2 0 5 8 1 8 1 1 2 9 8 1 ．3

1 7 8 5 7 1 1 2 4 6 1 ．3

計 1 3 8 9 4 1 4 9 6 6 2 1 1 9 0 8 1 ．3
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スミス、M．E（1935）の対成人の発話の連語分析（1：06－1．3連語、2：00－2．1連語、2：06

－2．8連語）との比較、牛島・森脇（1943）の子ども同志の発話の分析（1：06一男1．1、女1．4、

2：06一男3．1、女2．8）との比較においては、本児の文の長さは少し短いようである。

（2）文の機能：平均連語数が1．3～1．4からわかるように、まだ一語文が大半をしめてい

て、感嘆文的発話と陳述文的発話の区別がつけにくいことが多いが、次第に命令文的発話

（要求的発話として、ババ　コレ　シテなど）や陳述文的発話（パパ　チュケモン　アル

など）が優勢になりだし、疑問文的発話はほとんどない（ドコ　イッタン、ドウシタのみ）。

大久保（1965）の娘の疑問表現の発達によると、ナニ（第一期のナニ）（1：08）、ドコ（1：

08）、ダレ（1：11）、カ、デショの文末出現（2：00）、ドレ（2：01）、ドゥ（2：03）、ドンナ（2：

03）が観察され、シュテルン、C＆W（1907）の娘によると、コレ　ナニ（1：06頃）、ナニ（1：

06頃）が観察されたという。しかし、本児の観察では、「コレ」の連発、「アレ」の連発（コ

レ　コレ　コレ、アレ　アレ　アレ）、「ドウシタ　コレ」の連発（ドウシタ　コレ　ドウ

シタ　コレ）をし、疑問表現をしているような場合があるが、はっきりした疑問詞、助詞

（カ、ノ）を使った疑問表現はまだほとんどみられず、まだ質問期（1才半～2才頃とされ

る）には入っていないようである。

些細な問題意識（本当に2才児で300余り、3才児で900余りも言語使用をするのだろう

か）から観察を始めたが、自分の不安な理解を確しかな実感のともなった理解に高めるこ

とができたこと、また、幼児期の言語発達の特徴を自分の資料で確認したことは有意義で

あった。また今後本児は二重言語、多重言語の生活をしていくであろうから、縦断的な観

察を続けていきたいと思っている。
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